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無限Bethe格子で,交換相互作用の大きさが等 しく反対符号のAボンドとBボンドが
ランダムに混ざったものは,厳密に解かれる1.)この場合の秩序相は Ueno& Oguchi2)
により =random Orderedphase(ROP)日 と呼ばれた｡ 無限 Bethe格子は,正確には,有
限 Betle格子 (表面が rreeendsになっている)の系の大きさ無限大の極限での内部 (
中心部 )として定義され る･⊃ところが,有限 Bethe格子に無限小の一様磁場 (i-Iu)のみ
をかけて内部をみると, ROPを有さない解がでる｡ この解は Matsubara& Sakata3)




ferro)の有限 Bethe格子でも,H - Qの場合には中心部で秩序が生じない｡ランダムu
系の場合は,これに対応して,ROPを生 じさせるような orderingfieldつまりRef.2)
の random field(Hr) を全系或いは表面に無限小かけてやる必要がある｡ Hr≠ 0,flu
-Oの場合に ROPがでるのは自明であるoHr≠ 0,flu≠0の場合 を取 り扱 うのは･
MSの分布関数の方法を,Bethe格子の2つのSub-1atticeに対応する2分布関数に拡張
する事によ｡なされた｡全く同じ方法を Morita 4) が用いている事を当研究会で知 っ
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Fig･ 1
たo O<IIr≪Ij｡≪kBT で低温のときの結果は Fig･1のようになった｡横断 は表
面からの世代数であ り,縦軸 qは世代毎の spin-glassorderparameterである｡
Nl
q- 2<sjプ/Nl, N.は i世代 の格子 点数j二1
図で surface と書いたのは,スピン状態が世代毎に変わっている transientな領域 であ
るoIirは i-大につれ指数的に増大するのでIlrがIluよりいかに小 さくとも,中心
部でROPが出現 する｡つまりGIJPはH に対 して不安定である｡ この事は,無限r
B｡the格子の Landautypefreeenergyが Fig.2 のよ うにな ってい る事 を示唆するo
図 m｡は uniform magnetization,m, は random magnetization2)である｡ Fig･1の表
面か らのアプローチは点線のような経路に相当する｡
尚,Bethc格子におけるGLPとROPの物理的相違は,前者では,ガラス状 という
言葉 が示すように,基底状態に巨視的縮退が有 るのに対 し,後者では縮退が無いという
点にある｡その結果,GLPでは q>0だが, mr- ()であり,ROPではmr>0(
q-m2)である〇r
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格子におけるROPとGl｣P
Fig･2
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